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NHKデジタル教材のアクセスログ分析･ポートフオリオ収I集システムの開発↑
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本研究では,NHKが提供するデジタル教材を協力校の授業で利用した際のアクセスログの分

析，及びポートフオリオの収集を行うシステムを開発した．アクセスログ分析においては，アク

セスログの集計を行うだけでなく，アクセスされたコンテンツを端末ごとに時系列で参照できる

ようにし，デジタル教材の利用ポートフォリオと併用することで，教材の利用場面を把握できる

ようにした．

キーワード：デジタル教材．アクセスログ，ボートフォリオ，システム開発,Web

1．はじめに

NHKが2001年度から提供を開始したデジタル教材は，

「テレビ｣(番組そのもの)，「クリップ｣(番組に関連した

短い動画)，「ホームページ｣(番組内容の解説やクイ

ズ・リンク集等)，「掲示板｣(番組利用校同士の情報交

換の場)から構成されており，その評価の試みが報告さ

れてきた（稲垣ほか2004).評価は，デジタル教材が学

校現場でどのように活用され,どのような学習効果を挙

げているのかの検証を目的として,イメージマップや情

報活用能力テスト,教師へのインタビューや質問紙調査，

アクセスログ分析など，多面的に行われている．

本研究では,デジタル教材の活用実態を調べるために，

教材の利用傾向を把握するアクセスログ分析機能と,教

材が利用された授業の文脈を把握するポートフォリオ
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収集機能を有するシステムを開発した.製作者だけでな

く教師にも有用な情報を提供するシステムを目指した．

2．アクセスログ分析

アクセスログ分析は,Webサイトへのアクセス数の

集計や導線検索（ページ移動の追跡）によって，ユーザ

の動向（接続環境や時間帯など）やサイトの問題点（ア

クセスの少ないページなど）を把握し，サイトの改善に

役立てられている（鎌田・竹内2002)．従来までの教材

評価でユーザの動きを追跡する場合には,教材に履歴記

録機能を組み込む力観察する必要があったが,Web上

の教材の場合は,自動的にサーバにアクセスログが残る

ため，それを評価に利用することができる．なお，アク

セスログは,Webサーバやプロキシサーバが標準的に

出力しているログファイル（アクセス元のホスト，参照

日時，参照URL等の情報が記載）を指すこととする．

Web教材の評価にアクセスログを用いた研究には，

例えば白井・斉藤(1997)が,Web上の電子教科書の

アクセスログから各ページのアクセス数を，リファレン

スログから各ページの参照回数を集計し,アクセスの少

ないページや参照回数の少ないリンクに対して改善を

行っている．真嶋ほか(2001)は，アクセスログはユー

ザの全体的な動向は分析できるが,教材の洗練を行うに

はユーザの背景も把握する必要があるとし,利用目的や

職業等をアンケートとして入力させ,その情報を拡張ロ

グとして，アクセスログと共に分析に用いている．

アクセス数を集計した量的な分析によって，デジタ

ル教材の各コンテンツの利用傾向をつかむことができ
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るが，授業でどのようにデジタル教材が活用されたか

を知る上では，量的な集計よりも導線検索のように，

ユーザがどのようなコンテンツを見て回ったのかを示

す必要があると考えられる．これまでのアクセスログ

分析は，主に製作者のために行われてきたものである

が，例えば教材を自由に使わせる活動をした場合に，

個々が何を参照したかの情報は，利用者（教師）のた

めにも役に立つ情報である．そこで，本システムでは

時系列で各端末がアクセスしたコンテンツ名を表示す

るようにした．また，真嶋ほか（2001）がアンケート

を入力させたように,,アクセスログだけで教材を利用

した文脈を判断することは難しく，何の目的でどこを

利用したのかの情報を得る必要がある．そこで，アク

セスログ分析とデジタル教材の授業利用記録（ポート

フオリオ）を併用することで，教材の利用場面を詳細

に把握できるようにした．
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図1システム構成図

3．設計・開発

3．1．システムの概要

本システムは,デジタル教材の活用実態を調べるため

に，アクセスログの分析や，ポートフォリオの記録･検

索が可能となっている.対象者はデジタル教材の製作者

と授業で利用する教師であり，「おこめ｣，「川」，「び

っくりか｣，「ふしぎいっぱい｣，「にんげん日本史」の

5番組に対応している．システムの構成を図1に示す．

本システムの構成は,ログ分析,ポートフォリオ収集，

ログ取得の3つのモジュールに分けられる.協力校のプ

ロキシサーバのアクセスログがNHKのサーバに1日1

回収集されており，ログ取得モジュールが自動的にログ

ファイルを取得し,ログ分析が可能な形にデータを変換

する.各協力校のプロキシサーバのアクセスログを用い

ることで,LAN内の各端末がどのコンテンツを参照し

たかの情報を得ることができる．また，ポートフォリオ

収集モジュールは,ポートフォリオの記録や検索を提供

する.本システムを利用するにはログインをする必要が

あり，協力校ごとにパスワードが設定されている．

3.2．ログ分析モジュール

3．2．1．アクセス集計

アクセス集計では,アクセスログの集計結果を表とグ

ラフで表示する.デジタル教材の利用傾向を様々な視点

から捉えられるように，年度の総アクセス数,月や時間

ごとの総アクセス数,放送回ごとのアクセス日数，コン

テンツごとのアクセスランキングなどを表示するよう

にした（表1)．図2は利用ログの概況の画面である．

図2利用ログの概況の画面
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図3アクセス追跡の画面

3.2.2．アクセス追跡

アクセス追跡は，デジタル教材をいつどのような順

序でどんなコンテンツにアクセスしたのかがわかるよ

うに，時系列で各端末がアクセスしたコンテンツを表

示するようにした（図3)．メニューにあるカレンダー

の日付をクリックすることで，その日一日の追跡画面

が表示される．追跡画面は，縦軸に時間，横軸にアク

セスしたホスト名(IPアドレス）を配置した表で構成

し，各セルの中にアクセスされたコンテンツ名が表示

される．再生したクリップ名や，過去の年度のものは

その年度が，括弧書きで付記される．また，コンテン

ツ名の前にある四角の色で種類（テレビ，クリップ，
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表1アクセス集計の項目
選択項目 説 明‘ 表示方法

1 利用ログ概況
協力校ごとのパソコン台数（ログのホスト名から判断)，総アクセス数，

積み重ね棒グラフ，表
テレビ・クリップ・ホームベージ・掲示板へのアクセス数を表示する．

2
アクセス数

(学校×月）
協力校ごとのアクセス数を月ごとに集計したものを表示する． 折れ線グラフ，表

3
アクセス数

(学校×時間）
協力校ごとのアクセス数を時間ごとに集計したものを表示する． 折れ線グラフ，表

4
アクセス日数 協力校ごとのアクセス日数を月ごとに典計したものを表示する．アクセ

折れ線グラフ，表
(学校×月） ス日数は，1日に1度でもアクセスがあればカウントされる．

5
アクセス日数 協力校ごとのアクセス日数を放送回ごとに表示する．放送回の集計は，

折れ線グラフ，表
(学校×放送回） ログのURLから放送回を特定できるコンテンツのみを対象とした．

6
アクセス日数 放送回ごとのアクセス日数を月ごとに表示したものであり，各放送回の

表
(放送回×月） コンテンツが何月に参照されたかを把握することができる．

7
アクセス数 放送回ごとのアクセス数を種類（テレビ，クリップ，ホームベージ）ご

積み重ね棒グラフ，表
(放送回×種類） とで表示する．掲示板は放送回を特定不能なので対象からはずした．

8
アクセスランキング クリップごとのアクセス数をもとに，参照数が多かつたもの上位30位を

表
(クリップ） 表示する.、

9
アクセスランキング ｢川」以外の番組で提供．やってみようで提供されているケームごとの

表
(やってみよう） アクセス数をもとに，参照数が多かつたもの上位30位を表示寸一る．

10
アクセスランキング ｢おこめ」のみ提供．しらべてみようでアクセスした用砺の参照数が多

表
(しらべてみよう） かつたもの上位30位を表示-ｵｰる．

ホームページ，掲示板）を表すようにした．端末ごと

に分けて表示しているので，個別（もしくはグループ

別）で端末を利用した場合でも，各々が参照したコン

テンツを特定することができる．授業のボートフォリ

オと見比べることで，デジタル教材を利用した授業活

動をより詳細に把握できる．

3．3．ログ取得モジユール

ログ取得モジュールは,ログ分析モジュールで利用す

るデータの準備を行う．まずNHKのサーバから毎日定

刻に前日のアクセスログを自動的に取得してくる.取得

後にURLとコンテンツの対応関係を記述したファイル

とマッチング処理を行い，同時に参照日時,アクセス元

のホスト名を取得し,アクセスの集計結果を保存したサ

マリーファイル（アクセス集計機能に利用）と，1日ご

とに参照したコンテンツ名や時刻を保存する履歴ファ

イル（アクセス追跡機能に利用）を生成する．

マッチング処理用のファイルには，筆者らがホーム

ベージの構成を事前に調査し,手動でURLとコンテン

ツの対応を記述した．記述内容は，ひとつのコンテン

ツに対して，対象URL(正規表現で記述)・分類（テレ

ビ・クリップ・ホームページ・掲示板)・タイトル（対

象URLに対応したコンテンツ名)・サブタイトル・放

送回フラグ・ランキングフラグである．ページが更新

された場合には，書き換えが必要となることもある．

対象URLは正規表現で記述しているため,URLとコ

ンテンツの対応に法則性があるものやディレクトリで

整理されているものは，まとめて記述できる（例えば

放送回の番号がURLに含まれる場合は,番号部分を抜

Vol.28,Suppl.(2004)

き出して放送回やタイトルに利用できる).逆に法則性

がないとコンテンツ毎に記述する必要がある．放送回

とランキングのフラグは，それぞれが特定可能だった

場合に，プログラムに処理をさせるために用いる．マ

ッチング処理用のファイルは年度ごとに記述され，最

新の年度で見つからない場合は，ひとつ前の年度に戻

って骸当するコンテンツがないかを解析する．また，

これらの処理はURLを基に行っているため,CGI*

FlashでURLに反映されない場合には，放送回やタイ

トル等を特定することができない．

3.4．ボートフオリオ収集モジュール

3.4.1．ポートフオリオ記録

ポートフォリオ記録は,教師が授業のポートフォリオ

を登録するための機能である.図4にポートフォリオの

登録画面を示す．入力項目は，番組を利用した授業実施

日，記入者名，放送タイトル，利用したデジタル教材カ

テゴリ，利用形態，利用内容，関連学習活動，実施後の

感想・コメントとなっており，授業中に利用した教材を

添付資料としてアップロードすることもできる.登録し

たポートフォリオは，閲覧・修正・削除が可能である．

3.4.2．ポートフオリオ検索

ポートフォリオ検索は，他校のポートフォリオを検

索・閲覧する機能である．検索方法には，放送タイト

ル別一覧と協力校別一覧の2種類を用意した．

3.5．開発環境

本システムは,Webサーバ上でPerl(CGI)により稼

動し，プラウザからすべての機能を利用できる．グラフ

出力にはPerlのGD-Graphモジュールを用いている．
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また,この実践では過去の関連したコンテンツヘのアク

セスが多く,過去のコンテンツを簡単に参照できるよう

な工夫がデジタル教材に必要であることが示唆された．

一方で，アクセス追跡では，どのグループがどの端末

を利用したかの対応づけが困難であった.今回はポート

フォリオがグループ活動ごとに記載されていたため,あ

る程度推定することはできたが,今後の課題として残る．

また，ポートフォリオに授業時間の項目が無く，アクセ

ス追跡画面でどこまでが授業なのかが不明であった.授

業時間の項目を設け,その時間のみのアクセス追跡が参

照できるようにするなど,ポートフォリオとアクセスロ

グ分析をより連携していく必要がある.アクセス集計で

は,集計期間が設定できなかったため,例えば学期や単

元における集計などができるよう･にする必要もある．
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図4ポートフオリオ入力画面

4．運用

本システムは，2002年度末から運用を開始し，2002

年度分のアクセスログを一括して集計した．対象校は

22校であり，結果は稲垣ほか(2004)で報告している．

2003年度は，12月18日から運用を開始した．協力校が

デジタル教材を利用したアクセスログは本システムで

自動取得される.協力校の教師には実践時のポートフオ

リオ記入を依頼した.アクセスログが取得できた協力校

は整備の都合もあり，「おこめ」の1校であった．

その1校のポートフォリオへの記録は，授業1回分

であったが，グループごとにデジタル教材（テレビと

クリップが中心）で調べる活動であり，各活動に対し

て1件のポートフォリオ(計9件)が記録されていた．

アクセス集計の「利用ログ概況」は，運用開始日か

ら3月末までに計21台の端末から,6199回のアクセス

があった．内訳は，テレビが259回（4.2％），クリッ

プが171回(2.8％)，ホームページが2304回(37.2％)，

掲示板が3465回（55.9％）であった．掲示板の利用が

最も多かったため，他校との交流が盛んだったことが

伺える．「アクセス数（学校×時間)」から，アクセス

の多い時間帯は15時と12時と10時であり，授業だけで

なく昼休みや放課後にも利用されていた．「アクセス

日数（放送回×月)」を見ると，以前に放映された番組

のコンテンツにもアクセスされていることがわかった．

アクセス追跡からは，ポートフォリオに利用したと

記載されていた番組以外にも，アクセスしたコンテン

ツを特定できた．例えば，放送回が2003年第11回の番

組「現代おこめ事情」を視聴したと記載のあったグル

ープは,2001年第8回「こめ作りの歴史」,2002年第

18回「田んぽの持つ力」も視聴していた．このように，

自由にグループ等で活動をさせた場合に，何を参照し

たのかを把握するためにアクセス追跡は有効であった．

5．おわりに

本研究では,NHKデジタル教材のアクセスログ分析，

及びポートフォリオの収集を行うシステムを開発した．

運用を通して,アクセス集計による全体的な傾向の把握

だけでなく，ポートフォリオとアクセス追跡によって，

どのような授業の文脈でどんなコンテンツにアクセス

したのかを把握できることが示唆された．また，製作者

のためだけでなく，教師のリフレクションや他校の記録

を授業の立案に役立てることも考えられる.今後の諜題

としては,本システムの教師や製作者による評価,ポー

トフォリオとアクセス分析機能の連携等が挙げられる．
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